










　沖縄県教育委員会との共催による「児童・生徒の平和メッセージ」事業は、今回で34回目を迎えました。沖縄県内の児童・生徒

に「図画・作文・詩」の創作活動を通して「戦争」と「平和」について考えてもらうことにより、平和を尊ぶ心を育むととともに、応

募作品の中から特に優秀な作品を選出し、メッセージ展を開催しています。

　子どもたちのメッセージからは、戦争を知らない世代でありながらも、戦争と向き合い、純粋に自分自身の思いを読み手の心

に訴えようとする気持ちが感じられました。また、未来に向かって主体的に、平和について考え続けていこうとする、次世代を担

う者としての強い決意が伝わってきました。

　第34回「児童・生徒の平和メッセージ」展は、沖縄県平和祈念資料館を皮切りに、県内５か所で開催し、多くの方が観覧されま

した。今後も本事業を通じて、子どもたちの平和を愛する心を育み、子どもたちの素直な平和への思いが詰まった「平和のメッ

セージ」を、多くの方々に伝える場となるよう取り組んでいきます。

　2024（令和６）年８月24日（土）当館平和祈念ホールにお

いて、第34回「児童・生徒の平和メッセージ」表彰式が行わ

れました。

　最優秀賞・優秀賞39名を代表して各部門からそれぞれ１

名ずつ作品の朗読や発表を行いました。参加者の児童・生徒

や保護者、学校関係者の皆さまから大きな拍手が送られ、会

場が温かい雰囲気に包まれました。

６

第３４回「児童・生徒のメッセージ」事業報告

各会場の様子

名護市立中央図書館 沖縄県立図書館 沖縄県平和祈念資料館 八重山平和祈念館

作文朗読
沖縄県立開邦高等学校３年

宮城　心輝

「図画部門」受賞者 「作文部門」受賞者 「詩部門」受賞者

図画発表
那覇市立天久小学校５年

知念　由依

詩朗読
浦添市立港川小学校３年

與座　悠真

宮古島市未来創造センター

＊子どもながらピュアな気持ちで感じられている心に涙がでました。そして、勇気がでました。これからは私も一緒に発言し表現して
　いきます。一人一人が自分を信じた時、武力よりも何倍も強い力がうごく。絶対に平和はくる！ありがとうございました。（20代 自営業 ）
＊改めて戦争のことを考えさせてくれる文章がたくさんあった。命の尊さや惨劇な出来事を次の世代に伝えていくためにも、私は戦争
　に目を背けず、当事者の話を聞くことや戦争のことを深く知る、また、自国と相手国との状況なども知る必要があると思いました。
　（10 代 中学生）
＊絵も詩も作文もすべてが心に響いた。より多くの人にメッセージが届き、戦争のない日々が当たり前であってほしいと思います。　
　（40 代　一般）
＊子供達の平和への祈りが伝わりました。未来は希望にあふれていると思います。メッセージ展を見て、私もよかったです。ありがと
　うございました。（50 代　一般）

【観覧者感想より】

平和祈念資料館だより

「児童・生徒の平和メッセージ」表彰式
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　当館が立地する糸満市摩文仁は、沖縄戦が始まった 1945 年 3 月下旬から 6

月初めまで、比較的被害の少ない地域でした。5 月下旬、第 32 軍司令部が摩

文仁の丘に移動してくると状況が一変し、摩文仁は最重要な地点になりました。

米軍が摩文仁の丘を占領すると、6 月 23 日 (22 日の説あり ) に牛島軍司令官

は自決し、日本軍の組織的戦闘が終了しました。

　戦後、摩文仁は沖縄戦終焉の地であることから、沖縄戦跡国定公園に指定さ

れ、様々な施設や慰霊塔が建てられました。現在では、観光の要所として県内

外から多くの人びとが訪れます。しかし、これほど有名な場所でも、第 32 軍

司令部最後の地であったこと以外は、あまり知られていません。

　今回の企画展「摩文仁が語る沖縄戦」では、摩文仁地域の沖縄戦末期を中心

に戦前から戦後までを展示しています。また、地域住民や避難してきた人びと

の証言、戦争遺跡などを紹介することで、摩文仁地域の沖縄戦を掘り下げ、沖

縄戦の実相について学ぶ機会とします。

　大人のための平和学習は、「沖縄戦の実相と歴史的教訓」を次世代へ継承す

るため、大人世代が次世代との架け橋となり、沖縄戦の学び直しや継承する意

義を考える機会を設けることが重要だと考え、実施しています。

　今年度も沖縄戦（入門編）を学びたい方を対象に、平和講話（沖縄戦の経緯

と特徴、沖縄戦の記憶の継承）及び常設展示室見学を計１０回実施しました。

　今後も大人世代が「沖縄戦を１から学ぶ」ことを通して、家庭で子や孫と、

または職場で同僚と一緒に沖縄戦や平和について話し合う契機とし、世代間に

おける沖縄戦の実相と教訓の継承に繋がっていくことを期待しています。

［参加者数］　合計 135 名

７

子ども・プロセス企画展

大人のための平和学習（入門編）～１から学ぶ沖縄戦～

期間 2025（令和7）年2月13日（木）～5月18日（日）

第4回子ども・プロセス企画展　「摩文仁が語る沖縄戦」

場所 子ども・プロセス展示室「ひろば・ゆいまーる」

企画展の様子

【主な展示資料】
＊体験者の証言　　　＊沖縄戦の絵　　　＊米軍記録写真

平和祈念資料館だより

平和講話の様子 実物資料を手にする受講者 展示室を見学する様子



　沖縄県は、カンボジア地雷対策センター（CMAC）の「地雷対策を通した平和と人間の安全保障の啓発・普及のための博物
館づくり」において、令和５年度に引き続き今年度も事業を実施しております。
　この事業一環として、第２回目となる本邦研修を１月１３日～２月７日の日程で実施しました。本邦研修に参加中の CMAC の職
員４名は平和を希求し未来へつなげる博物館づくりを学ぶため研修を実施しました。
　研修は当資料館を中心に行われましたが、沖縄県立博物館・美術館などの類似館施設の視察も行い、研修員たちは、博物館
の理念や調査研究、効果的でわかりやすい展示技術や演出方法、平和の大切さを心に訴える情報発信方法などを学び、その成
果として研修員たちが作成した写真パネルなどを展示した写真企画展が開催されました。

８

カンボジア地雷対策センター（CMAC）博物館支援事業・本邦研修

CMACからの研修生４人 (１/１３、開会式 ) 展示手法を学ぶ研修生たち (１/１４、展示室内 ) 企画展で展示するパネルの作成（１/30）

平和祈念資料館だより

期間 令和７年１月１３日～２月８日

場所 沖縄県平和祈念資料館、沖縄県立博物館・美術館ほか

写真企画展「写真企画展 カンボジア王国の内戦の近現代史とCMACの活動」

会　期
会　場

令和７年２月５日～３月３１日　９時～１７時
沖縄県平和祈念資料館企画展示室 (１F、東側 )

　本展示は、カンボジアの内戦の歴史を経た同国民の相互信頼構築の歩み及び CMAC による安心安全な国土回復に係
る活動の足跡を通して人間の愚かさや争いそのものの不条理さを学ぶことを目的としています。

写真企画展ポスター 研修生が編集した証言映像の展示

写真企画展展示状況

研修生による展示案内 (２/５)

編集・発行：沖縄県平和祈念資料館
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